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熊取町内では、現在のところ38カ 所の埋蔵文化財の包蔵地 (遺跡)が確認されており

ます。この埋蔵文化財は、はるか昔にわたしたち熊取の地に根をおろした人々が長きに

わたり築き上げてきた文化を知ることのできる貴重な文化財の一つであります。

今回報告する中家住宅とは、熊取町大字五門にあります重要文化財中家住宅とその周

囲一帯の遺跡でありますが、この場所は江戸時代に七人庄屋の筆頭であつた中家がある

ことからわかりますように、熊取町の中心になった場所であります。今後発掘調査が進

むにつれ、徐々に熊取町の歴史が解明されていくでしょうが、その中にあってこの中家

を中心とした地域の発掘調査は重要であると思われます。

今年待望の関西国際空港が開港される等、泉州地域は急速に変化しつつあります。熊

取町におきましても様々な土地開発が行われ、数多くの遺跡が破壊の危機に直面してお

ります。このような社会状況の中で、教育委員会ではわたしたちの文化遺産である遺跡

の記録・保存を行 うために、土地所有者をはじめ関係者各位のご理解 とご協力を得て発

掘調査等を実施 してまいりました。

本書は、平成 5年度に熊取町教育委員会が委託を受けて実施 した中家住宅93-1区の

発掘調査の成果を概要報告書としてまとめたもので、泉州地域の歴史解明のための資料

となり、文化財保護活動の一端を担うことができればと念願し発刊するものであります。

最後になりましたが、発掘調査とその整理作業にあたつて多大なるご協力とご理解を

頂きました土地所有者ならびに関係者各位に厚くお礼申し上げますとともに、文化財保

護に対するよリー層のご協力・ご理解をお願いする次第であります。

平成 6年  3月
熊取町教育委員会

教育長 七 里   弘
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例 口

1.本書は、熊取町教育委員会が受託事業として平成 5年度に実施 した、中家住宅93-

1区の発掘調査報告書である。

2.発掘調査及び整理作業に要した費用は、本事業の委託者である大南 清志氏の金額

負担によるものである。

3.調査は熊取町教育委員会町史編さん室 前川 淳を担当者として行われた。

4。 本書における標高はTo P。 (東京湾平均潮位)を用いた。また、方位は地図以外に

ついて磁北を示すこととした。

5.土色は、小山正忠・竹原秀雄編『新版標準土色帖』第10版 (農林水産省農林技術会

議事務局監修・財団法人日本色彩研究所色票監修 1990年度版)を援用した。

6。 調査の実施にあたり、土地所有者である大南清志氏をはじめ、大南工務店の方々か

ら協力・援助を得た。また、本書の執筆に際して、内本勝彦氏 。近藤康司氏・嶋谷

和彦氏・土山健史氏 。増田達彦氏 (以上堺市立埋蔵文化センター職員)か ら有益な

御教示を賜つた。記して感謝を表します。

7.本書の執筆・編集は前川 淳が行った。
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第 1章 地理的・歴史的環境

第 1節 地理的・ 歴史的環境

熊取町では縄文時代から既になんらかの文

化的な営みが行われていたということが発掘

調査によって明らかにされている。東円寺跡

は現在の熊取町役場付近を中心に広がり、町

内の遺跡では最大級の規模 となつた複合遺跡

であるが、平成 5年度の調査において、縄文

時代早期の有舌尖頭器が出土した。また熊取

駅の東側に位置する大久保E遺跡では庄内式

併行期に比定される彩 しい数の土器が出土す 第 1図 熊取町の位置

るなど、他にも弥生～古墳時代における文化の営みを刻んだ形跡も少なくない。

今回の調査地点は熊取町の北西部、熊取町大字五門にある重要文化財の中家住宅の東

方約50mに位置し、国道170号に沿う。中家住宅遺跡包蔵地は大井出川から続く住吉川中

流左岸に位置している。付近一帯には古くからの商店や多くの家屋が軒を並べ、熊取町

の中でも歴史的な趣を感 じさせる街路をみせている。

文献等にあるように、中家住宅を中心とする五門の付近一帯が繁栄をみせるのは、お

そらく15世紀以降であったと思われる。そこで重要になると思われるのは、住吉川を挟

んで向い合 う丘陵地上において平安末期頃に建立されたと思われる「東円寺」である。

出土した瓦から平安末期頃には寺院が存在していたことが推定されてお り、その周辺地

域では古代以前の遺構や13世紀頃までの掘立柱建物跡等多数の遺構が発見され、中家住

宅のある五門付近との関連が注目される。また五門南部の微高地には、五門古墳・五門

北古墳が存在 したといわれている。現在その痕跡す ら辿れない状況にまで地形は一変し

たが、調査地点を含む地域では古代以前よりなんらかの文化が営まれていたのに相違な

レヽ。

今回の調査地点は小字名を「元屋敷」といい、ここが元々中家の屋敷地だつた可能性

を示 している。残念ながら江戸時代の古図ではこの地点を確認することはできない。

いわば今回の調査が五門一帯における調査の端緒である。この付近がいつどのように

して開かれていったのかを究明し、中家住宅の領域や建物等の平面構成の研究をすすめ
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ていきたい と思 う。

N

泉  佐  野
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1.東円寺跡

5.大谷池遺跡

9.降井家書院

13.五門遺跡

17.大浦遺跡

2.大久保 B遺跡

6.紺屋遺跡

10。 大久保 C遺跡

14.五門北古墳

18.小垣内遺跡

3.大久保 D遺跡

7.口 無池遺跡

‖.中家住宅

15.五門古墳

19.甲 田家住宅

4.大久保 E遺跡

8.降井家屋敷跡

12.大久保 A遺跡

16。 大浦中世墓地

20.祭礼御旅所跡

第 2図 周辺の遺跡

第 2節 中家住宅について

昭和39年に重要文化財に指定された中家住宅 (主屋 1棟 附表門、唐門各 1棟)は、

泉南地方の旧家である中家の居宅であった。主屋と唐門は17世紀の建築といわれ、表門

も18世紀頃のものと推定されている。昭和43年には保存のための大幅な解体修理を終え
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たが、その際主屋の基礎部分にも若千の調査が行われ、その礎石に関しては全く変動の

形跡がないことがわかっている。残念ながら17世紀以前の建造物の存在についてはなに

も確かめられていないが、屋敷古図からは中世土豪の居館のたたずまいを偲ぶことがで

きる。

つのヽ
直

雉
介 κ ・ /l iよ
第 3図 調査地点位置図

第 2章 調査の概要

第 1節 調査の契機

熊取町大字五門422,423番地において、当地の所有者である大南清志氏から集合住

宅の新築工事の計画が上がった。当地点が中家住宅として周知される範囲内にあること

から、熊取町教育委員会ではまず平成 5年 9月 6日 よリトレンチ調査を行った結果、地

表面下-30cm前後に遺構状の落込みと若干の遺物が検出された。この結果をもとに当事

者 と協議を行い、熊取町教育委員会町史編さん室が継続調査することとなった。

申請面積396.82ピ に対して、建物の基礎工事が行われる部分を調査区に設定したが、

国道170号 に面する南側部分は トレンチ調査の際、地山深くまで達する程の撹乱をうけて

いることが確認されていたため、調査区については中央部分の約84ポ (12× 7m)と し

o               2∞ m
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第 4図 調査区位置図

た。現地調査は平成 5年 9月 6日 から10月

2日 まで行った。

調査は、現地表面よリー20cm付近までは

あるとおもわれる近代の撹乱層を機械掘削

によつて除去した後、黄褐色粘質土の地山

面上面を遺構面として人力掘削によって検

出することとした。実測および写真撮影は

遺構面の残存状況から、最終段階に行った。

整理調査に関しては、平成 5年10月 26日

から始め、本書の作成をもつて終了した。

第 2節 基本層序 (第 5図 )

今回の調査区内の層序を考える際まず念

頭に置きたいのは、現在の地表面から僅か

30cln程度の位置 (標高はT.P=31.500m)

に残在していた黄褐色粘質土⑤であり、地山と考えられることである。そしてその黄褐

色粘質土上面は、調査区の多くの部分では近代の撹乱によって、本来あったと思われる

中近世の層とともに失われていることである。従って後に述べる各時代の遺構について

は、あたかも同時代のものであるように、その黄褐色粘質土⑤ (地山)上に均一になっ

て検出される結果となつたことである。以下調査によって得られた土層図を中心に観察

し、検討を加えた。

上から順に観察すると、極めて新 しい時期の整地撹乱層①が、近代の耕作土②を削平

しており、この耕作土はその下の褐色の床土③ とともに調査区西壁土層断面の中央付近

にみえる近代の配管工事の痕跡埋土③⑨を切つている。また配管工事以前のものとみら

れる土層は調査区北壁および西壁に比較的厚くみられる茶褐色砂質土層④である。この

茶褐色砂質土は、調査区の北西側で土墳SKl埋 土⑥の上面を中心にして、一部黄褐色

粘質土⑤の上部にも堆積 しているようである。この層は一見黒味を帯び一種の泥土的性

格が考えられ、特に調査区の北西部分にみられる。後述する土墳SKlは本来の機能を

失って廃棄物の捨て場となり、埋土⑥をともなって標高32.200m付 近に埋没した後、周

囲よりも一段低かったため、溜水等があったものかと思われる。また調査区の南側の土

-4-
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7. 2.5Y
8. 2.5Y
9. 2.5Y
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浅黄色

黄灰色

浅黄色

灰黄色
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砂質土 (SKl埋土 )
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粘質土 (配管痕 )
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第 5図 調査区平面図・壁面土層図
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層にこの茶褐色の砂質土④がみられないのは、南側はその時点では削平等をうけず、標

高が比較的高かったためではないかと思われる。

地山とした黄褐色粘土層⑤がいつ頃形成されたものなのかを推定する手掛かりは得ら

れなかつたが、それ以外に15世紀より前を示す土層は認められなかった。

第 3節 遺構 (図版 3)

溝 SDl

31.200rn

__´
´ ´ ~~~~¨

Jヒ     ]雷

〆
　
一

４

‐０

5Y  8/6 黄色  粘土質 (地 山)

10Y R 5/1 褐灰色 砂質±
    。         50輌

第 6図  SDl 断面図

検出状況では幅約30cm前後、深さ約20cm、 長さ約20mで調査区の南北両端を結ぶよう

な細長い断面V字状の溝である。方向は南北から約30度東に向いてお り、現在の街路や

西方約50mに ある中家住宅の主屋に対 してほぼ平行・垂直の関係にある。

先に触れたように、この遺構も後世の削平をうけている。北壁土層の観察のとお り、

この溝の_上部は、この西側に存在するSKlの 埋土⑥⑦によって切られる状況が認めら

れる。 SKlは その埋土内の遺物から16世紀後半～18世紀前半に掘削された遺構と思わ

れるため、このSDIと は区別されるものである。従って溝 SDIの 上部は失われてお

り、本来はもう少し広く深いものだったと思われる。

埋土は一層で明灰色砂質土⑩である。

埋土からは瓦質の羽釜 2点、瓦質の橋鉢 1点、青磁片 1点、土師質の皿が 2点出土し

たが (図版 4)、 いずれも15世紀後半～16世紀前半代の年代を与えられるものである。

この溝の用途は定かではないが、遺物は付近に建物等が存在していたことを裏付ける

ものと思われる。

-7-



柱穴状遺構 SPl 図版 3-5

上   =31.200m   調査区の北西端、標高31.000m付 近の地山面上には、後述

Ｕ
４

する16世紀後半～18世紀前半頃と考えられる土墳SKlに よ

性_二寧m  って切 られた状況の下で、柱穴の一部と思われる遺構 SPl
8/6 黄色
(地山)   が検 出 され た。 直径 約 15cm、 深 さは 10cmと 浅 く、断面 は逆 台
5/1 褐灰色

形である。遺構埋土は明灰色砂質土①一層で、前述の溝SD

31.200rn

4. 5Y

粘質土

‖. 10Y R

砂質土

第 7図  SPl 断面図  I埋土と非常によく似ている。埋土から遺物は出土しなかつ

た。形状から柱根部分と思われるが、上部は後世の削平をうけて殆ど失われたものと推

浜1さ れる。調査地点では地山以外に15世紀以前のものと思われる層は存在 しない状況に

あり、またこのSPlの 上から掘削された土墳SKlが 16世紀以降のものと思われるこ

とから、それ以前の柱穴である可能性は高い。この東側1.5mに ある溝SDI内 から出土

した遺物 (青磁、瓦質の羽釜)と 建物等の関連を想起したい。

埋甕 SUl(12) 図版 3-1・ 6-2

調査区の中央部南端、井戸 1と 中世期の

溝 SDlの 間に検出された埋甕は、16世紀

後半～17世紀前半代の製品であると思われ

る。底部には特徴的な排泄物の付着がみら

れ、便所甕として使用された可能性が高い

ことがわかった。

便所甕の可能性に留めたのは、本来の遺

構面は撹乱等によつて失われ、SUlが 検

出された黄褐色粘質土⑤の地山面上には、

他の遺構や撹乱の痕跡が混在 し、中でもS
4.5Y  8/6 責色   粘質土 (地山)

Ulに接して井戸が存在しており、その位12.10Y R 6/2 灰 黄 褐 色  砂 質 土  L___+___TCm

第 8図  SUl 平面図・断面図 置関係等によって疑間が生じるためである。

埋甕として他に水甕、蔵骨器等の可能性も考慮せねばならない。

残存高は約17cm、 底部径20cmを測るが、復元すれば器高は約 3倍の50cm、 口径も45cm

程度になると思われる。全体の約2/3を失っており、失われた胴部の大部分は発見できな

かつた。底部はやや丸底気味に膨 らみをもち偏平ではない。全体は明褐色の上師質で、

Ｃ
一
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外面は右下がりのタタキと内面には14本 2.lcmを単位とするハケメがみられる。

調査結果によれば、埋甕は残存 していた黄褐色粘質土⑤の地山に対して僅か 8 cm埋 没

されていただけの状態で検出され、胴部の約 9 cmが 残存地山面上に検出された。土層観

察では、地山とした黄褐色粘質土⑤は近代の撹乱土層①によつて直接的な削平をうけて

お り、この埋甕が大半を失っている事実とも符号する状況ではある。

また地山の上には本来は中世以降のなんらかの土層も存在 していた筈であり、それ ら

の上から掘削が行われ甕を設置したとおもわれる。埋甕の周囲に僅かに残つていた掘 り

方内の裏込めの埋土は灰黄褐色の砂質土⑫であり、これが埋甕当時の地表面に最も近い

ものかとも思われ、当時の地表面は検出された地山面よりもかなり高かったと想像され

る。

調査地点周辺の現地表面は標高31.500m程度を測 り、埋甕底部は約31.150mに あつて、

その差は約35cm程度である。推定復元した埋甕の器高がおよそ50cm程度であるから、現

地表面の標高31.500m付近は埋甕の胴部2/3の付近に相当する。現在の地表面と17世紀頃

のそれとは若千の高低差を考えなくてはならないが、参考までに述べれば、調査地点西

方約50mに は同じく江戸初期17世紀代の建築といわれる中家住宅の主屋があり、その礎

石は現在の地表面上に並んでみられる。約400年以前と今とにおいても、地面の比高差が

殆どない状況が想定される。この付近では中世以来屋敷地ということで、地表面にあた

えられた高低差の変化が非常に小さかつたのだろうかと想像される。埋甕SUlは その

胴部の半分以上を17世紀当時の地表面から下に埋没 していたという考察は或る程度妥当

であると思われる。

至ってSUlが 便所甕であり、この場所に家屋が存在していたとは結論できないが、

先に述べたとお り、撹乱等によって遺構面の大部分が失われ、本来は遺構の平面配置か

ら考察されるべき遺構の性格等が、全くつかめない状況においては、あらゆる方法で検

討を加える試みをするべきと思われる。

土墳SKl

調査区の北西端において、先述のSPlを 切る形で、検出された平面長方形の土墳で

ある。その西端は調査区の西壁に遮られて不明であるが、検出された範囲では南北3.2m、

東西2.2m程度の広さを測る。深さは約20cmであるが、掘 り方の上部は後代の削平をうけ

ており元々はさらに深かつたと思われる。埋土は二層に分かれ、上に浅黄色の砂質土⑥、
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―
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―

0                  2m

第 9図  SKl 断面図

下は黒味を帯びた黄灰色の砂質土⑦であった。遺物は主に16世紀後半～18世紀前半の瓦

片と陶磁器片 (図版 5)であるが、すべて下層⑦から検出された。

この上坂は、その形状からみて明らかに人為的なものと思われるが、先述したように、

15世紀後半～16世紀前半代の遺物だけを出す溝 SDlを切つていること、また16世紀後

半～18世紀前半代に限定される遺物を包含することから、この土墳の掘削は16世紀後半

以後に行われたと思われる。出土した遺物は先の埋甕 SUlと 比較した場合、年代が重

複するものが存在しており、二つの遺構の関係には注目すべきである。先述 した様に本

来存在した筈の中近世の遺構面はそれぞれ後代の開発等で削平をうけたと思われ見るこ

とができなかったが、調査区内で16世紀後半～17世紀前半頃のころに限つてみるならば、

南に埋甕の便所を有するなんらかの建物が存在 して、北側にはその建物に付随する施設

としてこの方形の上墳が掘削されたとも考えられる。

また黒味のある埋土⑦はこの上墳内に水泥があつたことを窺わせる。埋土内の遺物は

どれも破片ばか りで雑然と不規則な検出状況であったことは、当初の目的は不明である

にせよ、或るいは庭の池等として掘削され、廃絶して廃棄物の捨て場となったのかもし

れない。

土疲 SK2 図版 3-4

SK2は調査区の東南端部分に検出された平面円形の土墳である。直径はおよそ70cm、

深さは約45cmで ある。中からは長さ約20cmの 17世紀中頃の土師質の甕の口縁部分が一点

出土したが (図版 6-4)、 他に出土遺物はなかった。これは先述の埋甕 SUlの 日縁で
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はなく、SUlよ りひとまわり大きい甕のもの

である。埋土は暗灰黄色の砂質土⑬一層である

が、黒味を帯びた粘質土が含まれてお り、或い

は撹乱かと思われる。

4.5Y 8/6黄色  粘質土 (地山)20Cm 
しかし形状円形の土墳 とその規模、その中か

13.25Y 5/2 暗灰黄色 砂質±  1_

第10図  SK2 断面図 ら土師質の甕の一部が出土したこと、さらに西

側約2.75mに ある埋甕 SUlと の位置関係をも考慮 して、このSK2に も埋甕があつた

ことも考えられる。但 し埋甕 SUlの 場合、その底部が標高31.100m、 堀 り方の最底部

で31.060mで あり、土墳SK2の 最底部が標高30.800mを測る。比高差は約30clnあ り、

埋甕 SUlの 項で述べた、埋甕遺構における高さについての考察結果等を合わせて考え

るべきであろう。

土墳SK3 図版 3-6

調査区の中央部西端に、推定半径1.4mの円形の上渡の半分が西壁に切られる形で検出

された。精査時の平面観察では、周囲に多く存在する撹乱等近代の落込みと思われたが、

形状の特徴などから丼戸である可能性を検討するべきかもしれない。西壁下に側溝を掘

った際の断面観察では、その遺構埋上の中に多くの江戸期後半の瓦片と近代の遺物が混

在する状況が窺われた。埋土の掘削は検出した地山面よリー1.Om程行ったが、調査の都

合と湧水のため、土墳の底部を確認することはできず、残念ながら成立年代を特定する

ことはできなかつた。

埋土は調査区全域にみられる近代の分厚い撹乱土層と非常によく似ている。また井戸

枠の様なものの検出はなく、或るいは素掘 りのものを考えるべきかもしれない。

31.200m

lm

第11図  SK3 断面図

第 4節 遺物

遺物は15世紀後半～18世紀中頃のものが殆どであり、合計150点 を数えた。主な内訳は、

31.300rn

d′
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埋甕 SUlを 含め埋甕 3個体、15世紀～16世紀代の羽釜 。青磁等 5点は SDlか ら出土

している。他に16世紀後半～18世紀代の瓦片が約130点、陶磁器類が 6点 あ り、これ らは

SKlか ら出上 した。これ以外は近代の井戸や掘削された撹乱土層か ら出土 したもので

18点 を数えた。

SDlの 遺物

狭長な SDlで は調査区の中央部付近か らまとまって出土 している。瓦質の羽釜の他、

土師質の皿に しても表面部分に著 しい摩耗がみ られるのが、 SDl出 土遺物の特徴であ

る。これ らの遺物はいずれ も破片であ り、欠損する部分は検出できなかつた。また検出

状況には特別な並び方等はみ られなかった。

例 :遺物名 (14頁 の実測図番号)図版番号

・羽釜 (1)図版 4-1

同一地点で瓦質の羽釜の破片 5点が検出された。いずれ も同一の羽釜の口縁部の約80%

を構成するものと思われる。復元 口径は約20cm、 残存高は6.5cmを測る。内外表面の調整

は摩耗 しているが、体部の外面にケズ リ痕がみえる。鍔部下側には使用の際にできたと

思われる二次焼成の赤変がみ られる。いわゆる和泉型の羽釜の最 も普及 したタイプの も

のと思われ、15世紀代のもの と推定される。

・す り鉢 (2)図版 4-5

羽釜 とほぼ重なる状態で検出された瓦質のす り鉢の底部であ り、底部の径は約 9 cm、

残存高は5.5cmである。内外 ともに摩耗 してお り、内面は24本 6.Ocmを単位 とするハケメ、

外面にケズ リ痕が窺える。相対的に15世紀後半～16世紀前半 と思われる。

。青磁碗 (3)図版 4-4

16世紀前半頃の青磁の碗の底部で、全体の約1/3の残存である。底部径は5.9cm、 高台

高1.2cm、 残存高は3.5cmを測る。見込部に櫛描き文の蓮弁がみ られ、外面は無文 と思わ

れる。

他に摩耗の著 しい土師質の皿の破片が二点あるが、いずれ も自土器 (4)(5)図版 4-

2, 3と いわれる類のものと思われ、今後詳細な観察が必要である。いずれ も復元 口径

は12cm程度である。
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SKlの 遺物

調査区の北西端で検出された土墳 SKlは 、疑間の多い方形の平面形をみせてお り、

埋土は二層から成る。遺物は土器 。瓦を問わず、下層の黒褐色砂質土⑦か ら乱雑な状態

で検出された。遺物は天 目茶碗等を含む16世紀末～18世紀中頃の陶磁器片が 6点 と瓦片

が142点 である。

・瓦

瓦片は軒丸瓦 。軒平瓦を一切含まず、ほとんどが平瓦の破片である。平凡では、凹凸

両面に大粒の離れ砂がみ られる16世紀代のものが20点 、他は17世紀初～17世紀中頃のも

の82点 、17世紀中～18世紀初頃のもの40点 に分けられる。

・皿 (6)図版 5-4

底部径4.2cm、 器高3.5cm、 復元口径 11.Ocm。 胎土 目跡は三カ所みえ、高台は露胎の三

ヶ月高台である。特徴か ら16世紀後半～17世紀初期の唐津皿 と思われ る。

・天 目茶碗 (7)図版 5-3

高台径4.2cm、 残存高3.Ocmを測る。全体に黒釉がかか り、特徴か ら16世紀末～17世紀

初頃の唐津天 目茶碗 と思われ る。

・碗 (8)図版 5-5

底部径4.2cm、 残存高は4.9cm。 特徴か ら17世紀代の唐津の椀 と思われる。器壁は厚 く

白釉に覆われるが、見込み部分で釉切れがあ り、やや粗雑な感がある。

・碗 (9)図版 5-2

高台径4.2cm、 残存高は3.7cm。 手描きの梅樹文がみ られ、その特徴は18世紀前～中頃

の肥前磁器・波佐見系 と思われる。

・鉢 (10)図版 5-1

唐津二彩の鉢の底部であり、高台径10.Ocm、 残存高は5.7cmで、今回出土 したもののな

かでは最 も美 しく見栄えのす るものである。見込み部分には、大粒の砂 目跡がよく残 つ

てお り、特徴か ら寛永期以降の17世紀後～18世紀初頃のもの と推定される。

・平鉢 (11)図版 6-1

16世紀末～17世紀初頃の丹波の平鉢 と思われる。全体の1/7程度の残存であるが、底部

と口縁部が残存 してお り、器高5.Ocm、 日径23.4cm程度を復元できる。類例が比較的少な

く、茶器の可能性がある。
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第 3章 おわ りに

今回の発掘で最も古い年代が考えられたのは調査区を南北に縦断するような溝 SDl

である。瓦質の羽釜や青磁など15世紀～16世紀前半の期間に限定される土器が僅か 5点

しか検出されなかったため、遺構そのものの年代を決めるのは躊躇されるが、他に15世

紀代よりも古い遺構 。遺物は一切検出されなかった。また溝 SDlの 掘 り方等その上部

は後世に失われてお り、本来の姿は或る程度深く、大きなものだったかもしれない。S

Dl内から出土した羽釜等と、掘立柱建物の柱根状の遺構 SPlの検出からも、15世紀

～16世紀代の建物等の存在は考えられる。

調査区北西端に検出された土墳SKlは 、そこから検出された遺物と層位との関係か

ら16世紀後半～18世紀前半の間に存在 した遺構 と考えられ、後に埋没する直前には瓦や

土器等廃棄物の一種の捨て場になつていたと思われる。ここから検出された平瓦に明ら

かに16世紀代を示すものも多く含まれており、この付近が先の溝 SDl以 後も絶えるこ

となく、屋敷地等として管理されていたと推測される。

またSKl出 土の瓦の観察から、16世紀代のもの、17世紀前半代のもの、17世紀後半

代のもの、と二つの時期に区分でき、或いは半世紀単位の瓦の葺替えがあつたのかもし

れない。

瓦とは年代において一致するSKl出 上の陶磁器片の中でも、丹波の平鉢や唐津の二

彩の鉢等は茶器と思われ、いわゆる庶民レベルを超えた範疇に属する陶磁器が検出され

たことは、この場所に富裕な階層にあった者の屋敷があったことを裏付けるものであろ

う。またこれら陶磁器に瀬戸・美濃系のものがみられなかったことも付け加えておく。

また調査区南端の埋甕 SUlや さらに土墳SK3で 検出された17世紀中頃の大型の甕

の回縁は、便所用の埋甕と思われ、この場所が江戸期に入つた17世紀代にはなんらかの

屋敷地の一角であった可能性が高いことを示している。

調査区全域に存在する近代の整地 (撹乱)層には18世紀代を示す陶磁器や瓦の破片も

僅かに含まれる。それ らは整地の際に粉砕され、復元できない程の細片になっている。

相対的に18世紀後半以降の遺物が少ないことこそ、この地点の特徴なのかもしれない。

調査区北西側のSKl付 近における土層の観察では、 SKlが なんらかの理由で埋め立

てられたと思われる18世紀前半以後、近代に入つてから耕作土②と床土③が築かれるま

での間に相当する土層としては茶褐色砂質土層④がみられるだけである。もつともこの
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状況は、この場所が近代になるまで耕作地にはならず、屋敷地の一角にあつたことを示

しているのかもしれない。耕作はおそらく昭和になってから行われたと思われるが、こ

の時に遺構が撹乱をうけたと考えられる。

特に重要であると思われる15世紀以降から江戸時代にかけての主要な遺構面が失われ

ている状況では、たとえ埋甕や溝等の比較的深く掘削された遺構の痕跡が残つていても、

もはや当時の建物等の平面配置を正確に推定することはできない。収集 したデーターの

整理を中心とした内業作業等で、でき得る限りの方法で対処しなければならない。今回

は遺物に関する相対的な判断と、土層断面図を中心とした層位的な観察との総合等を試

みた。

以上が調査が行われた中家住宅93-1区 の概要である。中家と直接結び付くような確

証を得ることはできなかったが、今回のようにその周囲を調査することによつて徐々に

その外郭を明らかにする手掛か りを得たいと思 う。中家の周辺一帯は一様に家屋が建て

込んでおり、今回の調査区でみられたように、既に遺構面は或る程度破壊されていると

思われる。今後開発が増えれば、僅かに残つた部分も完全に破壊されるだろう。従つて

中家周辺における発掘調査は慎重かつ緊急に行われなくてはならない時であると思 う。
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